
平成29年12月1日 平成29年12月1日

里
山
は
子
ど
も
た
ち
の
学
び
場

　

里
山
は
昔
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
で

も
あ
り
、
先
人
の
知
恵
を
引
き
継
ぐ
生
活

の
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
山
で
木
を
集
め
て
秘
密
基
地
を
作
っ

た
り
、
竹
と
ん
ぼ
を
作
っ
た
り
と
自
然
そ

の
も
の
が
遊
び
道
具
で
し
た
。
ま
た
、
秋

に
は
山
へ
行
け
ば
ど
ん
ぐ
り
や
栗
が
落
ち

て
い
て
、
落
ち
葉
を
焚
い
て
焼
き
芋
を
す

る
な
ど
四
季
や
知
恵
を
里
山
か
ら
学
ん
で

い
ま
し
た
。

体
験
で
き
る
元
気
な
里
山

　

水
口
町
松
尾
に
あ
る
里
山
元
気
会
の
元

気
小
屋
に
は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
や
囲
炉
裏
。

パ
ン
小
屋
に
は
、
ピ
ザ
窯
や
か
ま
ど
が
あ

り
、
薪
割
り
を
し
て
火
を
お
こ
し
、
お
い
し

い
ピ
ザ
や
パ
ン
、ご
は
ん
が
作
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
広
い
敷
地
に
は
、
池
が
あ
り
ザ

リ
ガ
ニ
釣
り
が
楽
し
め
ま
す
。
園
児
か
ら

小
学
校
３
年
生
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
大

人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
大
人
も
童
心
に

か
え
っ
て
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
釣
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。
体
験
に
来
た
女
の
子
も
ス

タ
ッ
フ
と
の
会
話
を
楽
し
み
仲
良
く
な
る

と
帰
り
際
に
は
満
面
の
笑
み
で
何
度
も
こ

ち
ら
に
手
を
振
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
里
山

の
管
理
運
営
は
、
決
し
て
楽
で
は
な
い
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
と
の
か
か
わ
り
が
ス

タ
ッ
フ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
そ
う
で
す
。

里
山
保
全
と
森
林
活
用�

�

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

甲
賀
町
の
甲
賀
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
間
伐
後
に
放
置

さ
れ
た
ま
ま
の
木
を
搬
出
し
て
チ
ッ
プ
工
場
に

出
荷
し
、
地
域
振
興
券（
モ
リ
券
）と
交
換
し
て

甲
賀
町
に
あ
る
飲
食
店
等
で
利
用
で
き
る
仕
組

み
で
す
。

　

森
林
の
所
有
者
以
外
も
参
加
し
て
森
林
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
山
崩
れ
の
防
止
や
木

の
病
気
の
監
視
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
体
験
等
を
通

じ
て
人
材
の
育
成
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
と
の
体
験
学
習
を
増

や
し
て
い
き
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
と
し

て
森
林
を
活
用
し
て
い
か
れ
ま
す
。

自
然
豊
か
な
甲
賀
市
の
山
や
森
林
を
み
つ
め
な
お
す

▲秋を感じる里山の栗

▲�

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
し
て
の
間
伐

▲ザリガニ釣りを楽しむ参加者

▼竹を器にしたカレーライス

　

今
回
は
、
里
山
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、
里
山
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を

目
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
「
甲
賀
の
環
境
・
里
山
元
気
会
」
と
地
域
全
体
で
森
林
を
育
成
・
活
用
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問合せ
生活環境課 防犯交通対策係
TEL 69-2143　 FAX 63-4582

問合せ
甲賀広域行政組合消防本部 予防課
TEL 63-7932　 FAX 63-7940
組合ホームページ：http://www.koka-koiki.jp

年末の防火対策を行いましょう
　本格的に冷え込むこの季節は、石油ストーブや電気ストーブなど
の暖房器具を使用される機会が増えることで火災が起こりやすくなり
ます。
　また、年末の慌ただしさから火気に対する注意力が低下します。
火災を起こさないためにも以下の防火対策を行いましょう。
①暖房器具の近くに燃えやすい物を置かないようにしましょう。
②電気器具のタコ足配線をしないようにしましょう。
③調理中は、その場を離れず、離れるときは必ず火元を消しましょう。
④家の周りに燃えやすい物を置かないようにしましょう。
⑤寝たばこは絶対にやめましょう。
⑥住宅用火災警報器の作動確認をしましょう。
⑦住宅用火災警報器は設置から10年を目安に取り替えましょう。
　そのほか、住宅防火に関する情報は、下記総務省消防庁のホーム
ページでも公開していますので、参考にしてください。
http://www.fdma.go.jp/html/life/juukei.html

夕暮れ時・夜間は早めの対策と工夫を
　16時から19時までの夕暮れの時間帯に事故が多
発しています。ドライバーは早めの前照灯を点灯させ、
ハイビームへのこまめな切り替えを行いましょう。　
　自転車の無灯火走行は違反です。早めのライトを点
灯し、さらに側面や後方に反射材を
取り付け、目立つ工夫をしましょう。
　歩行者は、白色や黄色など明るく
目立つ色の服装で外出し、持ち物
や靴などには反射材を付けましょう。
懐中電灯を携帯するなど交通事故
防止に努めましょう。

市内における交通（人身）事故発生状況
本年 前年 増減数 10月中

発生件数 203 件 223 件 ー 20件 19 件

死者数 5人 7人 ー 2人 2人

負傷者数 244 人 260 人 ー 16人 22 人

（平成29年10月末現在）

火災 救急 救助 その他
甲賀市 40件 3009 件 59 件 194 件
前年比 ー 18件 149 件 5件 18件

（平成29年10月末現在）

甲賀消防管内における各種災害の発生件数

問合せ
大津地方法務局甲賀支局　TEL 62-1828　 FAX 62-1748
人権推進課 人権政策係　 TEL 69-2148　 FAX 63-4554

　人権週間の期間中は、人権擁護委

員による特設人権相談や、街頭啓

発・巡回キャンペーンなどが行われ

ます。

　一人ひとりが、人権について正し

く理解し、周りの人の人権を尊重す

る意識を持ち、みんなが明るく暮ら

せる社会をつくりましょう。

　人権擁護委員による人権相談の開

催日時と場所は、広報こうかの毎月

15日号をご覧ください。

人権擁護委員（敬称略・順不同）

西
にし

　村
むら

　泰
やす

　雄
お

（水口町新城）

田
た

　中
なか

　美
み

代
よ

子
こ

（水口町宇川）

竹
たけ

　﨑
ざき

　文
ふみ

　雄
お

（水口町泉）

福
ふく

　井
い

　世
せ

津
つ

子
こ

（水口町東名坂）

殿
との

　城
しろ

　和
かず

　美
み

（水口町山）

福
ふく

　山
やま

　芳
よし

　夫
お

（土山町徳原）

村
むら

　木
き

　すみ子
こ

（土山町黒川）

田
た

　村
むら

　誓
せい

　子
こ

（土山町北土山）

冨
とみ

　山
やま

　朝
とも

　司
じ

（甲賀町油日）

大
おお

　林
ばやし

　鉃
てつ

　男
お

（甲賀町高野）

八
はち

　里
り

　良
よし

　子
こ

（甲南町森尻）

宮
みや

　木
き

　美
み

智
ち

代
よ

（甲南町杉谷）

山
やま

　本
もと

　　　洋
ひろし

（甲南町深川）

中
なか

　西
にし

　秀
ひで

　則
のり

（信楽町中野）

今
いま

　井
い

　百
ゆ

　合
り

（信楽町長野）

前
まえ

　川
かわ

　志
し

津
づ

子
こ

（信楽町牧）

もっとゆたかに　〜豊かな人権文化の創造に向けて〜

第69回　人権週間　12月４日～ 10日
「みんなで築こう 人権の世紀 ～考えよう 相手の気持ち 未来へつなげよう 違いを認め合う心～」

里山でボランティアしませんか？
●�一緒に遊んで子どもたちから元気を

もらいたい方
●�自然の中で体を動かすのが好きな方
　ご興味がありましたら、下記までご
連絡ください。

問合せ
甲賀の環境・里山元気会 藤井
TEL 090-6206-1515

▲地域振興券「モリ券」

見
本

21 20No.299 No.299

髙橋 美香
たかはし みか


